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大 会 発 表 要 旨1998.10.23-24 『デザイン理論』40/2001

統 計 グ ラ フ ・絵 文 字 ・写 真
一 ノイ ラー トの アイソタイプ とザ ンダーの写真 とを結 びっ ける もの 一

伊原久裕/九 州芸術工科大学

アイソタイプを考案 したオットー ・ノイラー

トの啓蒙活動が,同 時代の芸術やデザイ ン,

建築等の諸造形領域における動向といかなる

関連を有.していたのか。この主題の関連事項

として,発 表では,特 に写真の領域に注目し,

具体的に写真家アウグスト・ザンダーの写真

実践を取 り上げ,ノ イラー トのアイソタイプ

との関連性について検討 した。

なぜザンダーか。理由は二っある。一つは

両者の交流関係である。ザンダーとノイラー

トとのあいだには,い かなる直接的な関係 も

なかったが,間 接的にはそうではない。周辺

人事 も視野に入れれば,両 者のあいだには,

ゲル ト・アルンッというケルンの版画家の存

在が浮かび上がって くる。アルンッは,ア イ

ソタイプのデザインに決定的な役割を果た し

た人物であるが,も ともとはケルン進歩派 と

呼ばれた芸術家グループの一員であり,こ の

グループは同時にザ ンダーとも親 しい関係に

あったのである。

もう一つの理由は,形 式的な側面である。

ノイラー トは,統 計 グラフを中心 とした図式

表現の啓蒙教育のための有効性を,常 に写真

と対比させっっ論 じていた。すなわち写真は

常に言語化 されない余分な情報を含んでいて,

教育素材 としては二次的であると考えていた。

しか し写真 というメディアそのものは,同 時

代においてはしばしば新たな 「視覚言語」と

見なされていた。ザンダーの思想および写真

実践は,そ うした傾向を部分的にせよ反映 し

ている。近代社会の変動期という同時代の状

況に対応 して,二 人の人物が示 した視覚メディ

アへの特異 な歴史的態度は,近 代 と視覚 との

関連を考えるうえで,形 式的不協和にもかか

わらず,一 あるいはむしろそうであるか ら

こそ一 何 らかの示唆を与えてくれるように

思える。あえて関連を問う意図もそうした問

題意識を前提 している。

1)ケ ルン進歩派とザンダー

ザンダーが交流 していたケルン進歩派は,

1920年 代の ドイッに登場したさまざまな前衛

芸術家グループの一っであり,こ のグループ

には,二 っの特徴があった。一っはその急進

的な政治的態度であり,も う一つは具象形態

と構成主義的構図とを融合させたその図解的

絵画様式である。ザンダ7は,こ のグループ,

就中その中心人物であったザイベル トの影響

を受けることで,当 初農民中心であった被写

体の範囲を広げ,あ らゆる社会階層の人間を

対象 とした 「20世紀の人間」と題する写真アー

カイブを構想,実 践するに至る。

2)ア ルンツとザンダー

アルンツは,グ ループの周辺に位置 してい

た人物であるが,1925年 にザイベル トと知り

合い,政 治的信条および絵画様式の双方 にわ

たって彼か ら多大な影響を受 けている。彼 は

グループとの交流を通 じてザ ンダーを知 る。

肖像写真の撮影を依頼 したり,ザ ンダーの写

真を素材 としたフォトモンタージュを制作す

るなど,ア ルンッがザンダーと親密な関係に

あったことは明らかである。

3)ア ル ンツと ノイラー ト

アル ンッは,1926年 春 にデュ ッセル ドル フ
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でノイラー トと知 り合う。両者を引き合わせ

たのは,ノ イラー トと親 しい友人の美術評論

家(兼 写真家)フ ランッ ・ローであった。 ノ

イラー トは彼の版画作品に注目し,1929年1

月にウィーン社会経済博物館のデザイナーと

して正式採用する。彼の参加以降,絵 文字お

よび統計グラフのデザインは急速に標準化に

向かい,1930年 にはアイソタイプの様式が完

成の域に達する。

4)絵 文字と写真

ザンダーは,写 真を象形文字に対比させ,

写真を現代の 「普遍言語」として語った。写

真の言語的性格 は,ザ ンダーの作品 「20世紀

の人間」において,ま ず人物描写における類

型化の特徴 として認められる。職業,社 会階

級,社 会集団など,社 会的分類体系に依拠 し

た集団の視覚的類型化が試みられたのである。

他方,こ の類型化作業そのものは,写 真以上

に絵文字のデザインの本質である。 じっさい

ノイラー トのディレクションの下,ア ルンッ

のデザインによってこの課題が徹底された。

結果的に,ア イソタイプの絵文字 とザンダー

の人物写真 とのあいだにはいくっかの類似性

が見られる。とりわけ両者がともに強い社会

的関心 に導かれて制作したはずの 「失業者」

の像は,単 なる偶然以上の類似性を示 してお

り,ア ル ンッがザ ンダーの写真を意識 してい

た可能性は高い。

という実証科学的基準 とロマン主義的説話性

との奇妙な融合が彼の写真作品の本質的特徴

である。ザンダー自身は,目 標は 「同時代の

ドイッの人々の観相学的な定義」だったと述

べているが,観 相学を持ち出す彼の考え方は,

アイソタイプのもう一っの側面,す なわち統

計グラフの輪郭線が表現する対象にっいてノ

イラートが語 っていたことばを想起させる。

ノイラートもまた,自 殺者数,出 生率,住 宅

数などの多元的な尺度にもとついて統計グラ

フが描き出す社会像を 「社会の相貌」と呼び,

グラフを 「シルエッ ト」と呼んでいたのであ

る。言うまでもな くシルエットとは写真の発

明直前の18世紀末に大流行 した観相学の立て

役者,ラ ーヴァターが 「もっとも真性な言語」

と呼んだ表現形式であった。

6)「 近代社会」の視覚化

ザ ンダーもノイラートも描写の対象とした

のは,「近代社会」 という抽象的な存在その

ものである。写真家ザンダーは写真によって,

社会学者ノイラー トはグラフによってこの課

題に対処 した。両者の接点に見 られた観相学

的要素は,19世 紀全般を通 じて科学 と芸術双

方の領域に遍在 しており,明 らかに両者の試

みはこの系譜に連なっている。 こうした歴史

的性格が,双 方のあいだの偶発的関連性に一

定の根拠を与えていると思われる。

5)写 真と統計グラフ

ザンダーの写真が社会的分類体系に基づい

て撮影されていたとしても,「20世 紀の市民」

で彼が構想 した個々の写真の配列の基準 は,

社会学的な規範か らはほど遠いもので,じ っ

さいにはゲーテ出自のシュペ ングラーの形態

学/観 相学に影響を受けた円環構造,つ まり

説話的な構造に依拠 していた。客観的な記録
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